
                                        （様式２） 
令和 5 年度佐賀⼤学研究者国際交流⽀援事業報告書 

令和 6 年 3 ⽉ 26 ⽇ 

国際交流推進センター⻑ 殿 

 

事業責任者（申請者）  

所   属  教育学部               

職   名  客員研究員                

⽒   名  宮地歌織                 

 

下記のとおり令和 5 年度佐賀⼤学研究者国際交流⽀援事業の実施結果について報告します。 

1.国際研究集会名 ⼥性器切除をめぐるオーストラリアとアフリカの現状についてのセミナー 

2.事業責任者 

（申請者） 

   宮地歌織 3.所属・職名 教育学部・客員研究員 

4.開催期間  令和 6 年 2 ⽉ 9 ⽇ 

5.申請区分 A）学術交流協定（⼤学名）   B）共同研究   C）⼀般 

6.参加者数 

※参加者名簿（別添）

を添付 

参加者数  36 名 

内、外国⼈数 33 名、研究者数 31 名、 

学部学⽣数 0 名、修⼠以上学⽣数 ５ 名 

7.招待講師 所 属  シドニー⼤学                

職 名  准教授                

⽒ 名  Nesrin Valor                

8.⽀出額 ⾦ 額    245,329  円 

【内訳】 

 謝⾦        0  円 

 旅費     245,329  円 

 消耗品費      0 円 

9.国際研究集会の内容（実施の様⼦について、2〜３枚程度写真をご提供ください） 

（相⼿国・地域︓オーストラリア 相⼿機関︓ シドニー⼤学             ） 

本事業は、共同研究を⾏っているオーストラリアのシドニー⼤学医学部産婦⼈科の Nesrin Valor 准教授

とともに企画したセミナーである。申請者はこれまで FGM（⼥性器切除）について⻑年ケニアでの調査

研究を⾏ってきており、現在も科研での研究を実施中である。FGM についてはアフリカのみならずマレ

ーシアやカンボジアなどのアジア地域で調査研究が⾏われている。本研究集会では、申請者がこれまで⾏



ってきたケニアでの調査の他にも、他のアフリカの事例、またマレーシアでの調査研究（井⼝教授、Rashid

教授、⼤学院⽣の Afiqhar ⽒）による発表が⾏われた。またオーストラリアは移⺠国家として知られてい

るが、ケニア、エチオピア、スーダンなど FGM を実施している国からの移⺠や難⺠もいる。シドニー⼤

学の Valor 准教授はそれら FGM 施術を受けている妊産婦の出産サポートをしており、本集会では Valor

准教授とともに FGM 経験の妊産婦をサポートしている Sabera ⽒（助産師）からもオーストラリアでの

現状についての調査研究が報告された。本イベントはシドニー⼤学とシドニー⼯科⼤学の関係者の協⼒

を得て、会場とオンラインとの両⽅で実施され、オーストラリア各地、⽇本、英国、マレーシアなど様々

な国からの参加があった。また参加者についてもエジプト、スーダン、アフガニスタン、中国など多様な

背景を持つ研究者が多く、活発な議論となった。 

 

【当⽇のプログラム】 

 
 

 



  
（会場での様⼦） 

 

2 ⽉ 6 ⽇は国連が定めた「⼥性器切除（FGM）根絶の⽇」であり、⼥の⼦と⼥性の⼈権を著しく侵害する

慣習として SDGs ターゲット 5.3 にも明記されている。今回は⽇程も近かったことから、その反 FGM 関

連のイベントとして本セミナーが実施された。またシドニー郊外の Cumberland 病院では、反 FGM の

教育プログラムを実施しており、その病院内の研究者や、シドニー以外で FGM 関連の医療的サポートを

⾏っているメルボルンなどの他の地域からも多く参加があった。参加者からは、アフリカの諸地域におけ

る FGM/C についての⽂化的・歴史的な背景を知ることができて⼤変有意義であった、という声や、アジ

ア地域における FGM について初めて知ることができたなど、という声も聞かれた。 

 

10.事業実施による成果・今後の事業の発展等 

本事業では、久しぶりに対⾯でも⾏うことで、これからの反 FGM 教育活動についても担当者と検討でき

る⼤変よい機会となった。コロナ禍ではオンラインでの同様のセミナーを実施していたが、対⾯で、より

深い議論ができ⼤変有意義であった。申請者は引き続き科研にて FGM に関する研究を継続することか

ら、今後もオーストラリアでの調査研究をより深く⾏うことができるきっかけとなった。また来年度から

アジア地域での反 FGM 教育の介⼊プログラムを実施予定であり、それら⽐較研究を⾏うなど、幅広い研

究のきっかけとなった。また本イベントには⼤学院⽣（博⼠課程後期）も参加していたが（オンラインも

含む）、世界における FGM 研究者が集ったことで、それら研究者同⼠の交流なども⾏われ、学⽣にとって

も⼤変よい機会となった。 

11．実施者アンケート 

本事業の満⾜度（5（⾮常に良い）〜1（⾮常に悪い））︓ 5 

⽀援経費は適切であったか（5（⾮常に適切であった）〜1（⾮常に適切でなかった））︓ 5 

次年度以降も本事業の実施を希望するか︓希望する 

そのほかコメント︓ 本事業があったことで実際にオーストラリアの研究者と対⾯で議論をすることが

でき、今後の研究活動がより広がることにつながった。また⽇本にもこのようなテーマの研究者がいるこ

とを知ってもらえるよい機会となった。 

   

※欄内に収まらない場合、適宜、⾏を追加し、ページを増やしていただいても構いません。 



※写真は学内外へ発信する広報に活⽤するため、映っている⽅々からの使⽤許諾済みのものをお送りくださ

い。また、写真データ（jpg または png）の送付をお願いいたします。(Word 貼付けとは別に) 

 


